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山陰道「須子～小浜間」（益田西道路）のＲ２年度事業着手！

高速道路推進課

本道路により、災害に対し信頼性の高い道路ネットｰワーク

の確保や物流ネットワークの確保、救急医療サービスの向上

などの効果が期待されます。

県としましては、１日も早く山陰道全線が供用されるよう、

引き続き国に要望していきます。

今回事業化区間

標準断面図

計画概要計画位置図

山陰道の整備状況

（令和2年4月1日現在）

総延長 供用済区間 事業中区間

222.4km 55.4km

78% 19%

129.8km 55.4km

67% 29%
山陰道

286km

194km

県全体

【県内高速道路の整備状況】

山陰道の未事業化区間である益田以西のうち、益田市飯田町から同市戸田町を結ぶ益田西道路

（約９．１km）が、事業化されました。



３月１９日から国土交通省において、小浜（益田市）～田万川（萩市）を結ぶ山陰道に関

するアンケート調査を実施しています。

山陰道が観光や産業の振興に役立つ道路となるよう、アンケート調査にご協力をお願いし

ます。

山陰道（小浜～田万川）のアンケート調査への協力のお願い

高速道路推進課



道路建設課

「有福温泉活性化検討委員会」が開催されました

有福温泉へのアクセス向上を図ることを目的とした主要地方道田所国府線の整備に合わせ、有福温泉の
活性化策を検討する「有福温泉活性化検討委員会」が先月開催され、江津市からは有福温泉活性化の指針
となる「有福温泉活性化基本計画案」を、県からは「有福温泉周辺整備計画案」を提示しました。
活性化基本計画案では、魅力ある温泉への新たな取り組み、持続可能な公衆浴場の運営、観光資源の磨

き上げと活用、空き家を活用した事業の展開、防災・減災のまちづくり、温泉街へいざなう周辺整備等を
示しました。
また、周辺整備計画案では、新設橋の景観計画、旧道の残地を活用した計画、アプローチ空間としての

道路整備、温泉街入り口付近の景観改善について示しました。
委員からは、「温泉を今後も継続するためには、後継者づくりが大切」「地元の資源を見つめなおすこ

とが必要」「今回のような活性化に向けた取り組みが進めば、地元へ帰ってくる人もいるのではないか」
「有福温泉までの道路整備や標識整備が必要」等様々な意見がありました。
今回いただいた意見を基に、最終的な計画案を取りまとめ、次回委員会にて決定する予定です。

【「有福温泉活性化検討委員会」】

～

設計速度
事業期間 H13 R3

50km/h

幅員

道路規格 第3種第3級

(車道3.0×2、歩道2.5、路肩1.5)

10.0m
延長 1,216.0m

（主）田所国府線は、邑智郡邑南町の一般国道２６
１号を起点とし、江津市を経由して、浜田市の一般国
道９号に至る延長約４３ｋｍの道路です。
この道路は沿線地域の生活道路としてだけではなく、
江津市の観光地である有福温泉への主要なアクセス道
路としても広く利用されていますが、一部区間で幅員
の狭い道路に家屋や店舗が連なっており、急で見通し
の悪いカーブが連続するなど、非常に通行が困難な状
況でした。
このため、新たにバイパスを整備し、地域住民や温
泉利用客等の安全性や利便性の向上を図ることを目的
として事業を行っています。
有福温泉工区は、平成13年度から事業に着手し、今
年度は橋梁下部工に着手したところです。
今後は、残る橋梁上部工、舗装工を施工し、令和３
年度の完成を目指しています。

【有福温泉工区の概要】



パトレポしまねの
機能を追加しました

追加した機能
●通報事象の選択 ●自由コメント欄の追加

現場状況がより
詳細に伝わります！

【操作方法】

①起動
「レポート作成」をタップ ②写真撮影 ③不具合の内容を選択 ④事象の詳細をコメント ④送信

「送信ボタン」をタップ

① ② ③ ⑤④








